
高萩市市民憲章

市報 1 自然をたいせつ|こし、美しいまちをつくりまし

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うそ洞,”る毒つくりましよ

1 元気で|動き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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連日の猛暑が続くなか、第14回高萩市民まつりが盛大

に行われました。本町通り、駅前通りは、今までにない

多くの人びとでにぎわいをみせました。
れん

流し踊りの“連”には、夏休みのよろこびをこめた子

どもたちのさまざまな表'l冑があらわれています。

おど

流し踊り

テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



豊かな産業づくり
<重点施策の一つ＞

活力ある市民生活をつくりだす産業の振興

4億3,354万2千円

7， '99万6千円

農林水産業費

商 工費

土
地
改
良
事
業
、
農
道
整
備
事
業
、

水
路
改
修
事
業
を
国
・
県
の
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
年
次
計
画
で
進
め
て
い
ま

す
。

土
地
改
良
事
業

関
口
地
区
（
全
体
計
画
面
積
’
一
三

比
）
、
杉
内
・
川
側
地
区
（
全
体
計
画

面
積
’
一
七
・
三
畑
）
に
お
い
て
、
区

凹
幣
理
を
中
心
と
し
た
『
ほ
場
蜷
備
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
良
川

地
区
（
全
体
面
積
八
・
二
蛇
）
に
つ
い

農
業
生
産
基
盤

の
整
備

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
、
地
域
経
済
の
安
定
し
た
基

盤
を
つ
く
る
た
め
に
、
産
業
の
振
興
は
重
要
な
施
策
の
一
つ
で

す
。
当
市
で
は
、
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、

農
業
基
盤
の
整
備
・
商
圏
の
確
立
・
観
光
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
五
十
九
年
度
の
主
な
事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

（
．
）

関口地区土地改良事業

て
は
、
今
年
度
換
地
・
清
算
事
務
が
完

了
し
ま
す
。

サ
カ
イ
ゼ
ン
ザ
ワ

さ
ら
に
、
島
名
界
前
沢
地
区
で
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
に
よ
っ
て
湿
田
が
乾
田
化

し
、
裏
作
・
転
作
が
可
能
と
な
り
、
高

能
率
な
複
合
経
営
が
図
ら
れ
ま
す
。

花
賞
川
流
域
地
区
（
北
方
～
石
滝
）
の

優
良
農
地
を
整
備
す
る
た
め
の
事
前
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
調
盗
後
、
六
十
一

年
度
こ
ろ
か
ら
土
地
基
盤
整
備
事
業
に

入
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
道
整
備
事
業

赤
浜
・
下
君
田
地
内
、
五
路
線
の
農

道
新
設
・
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

県
が
、
事
業
主
体
と
し
て
進
め
て
い

る
県
北
東
部
地
区
の
広
域
農
道
（
大
宮

町
～
北
茨
城
市
）
は
、
烏
曽
根
ま
で

水
路
改
修
事
業

新
規
・
継
続
事
業
と
し
て
市
内
二
六

か
所
（
堰
の
改
修
含
む
。
）
の
水
路
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

広
域
農
道

（
延
長
三
一
、
一
二
○
ｍ
）
は
県
の
施
行
道
の
開
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
事
業

で
、
若
栗
～
北
茨
城
市
（
延
長
一
二
、
主
体
ｌ
森
林
組
合
）

五
二
八
ｍ
）
に
つ
い
て
は
農
用
地
開
発
○
間
伐
草
木
外
九
団
地
六
○
畑

公
団
事
業
に
よ
り
農
業
用
道
路
と
し
て
○
作
業
道
滝
の
倉
線
延
長
八
○
○
ｍ

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
蟹
沢
線
延
長
九
二
○
ｍ

は
慰
師
齪
誼
恥
糎
間
鮭
瞬
祇
商
工
の
振
興

に
用
地
買
収
と
一
部
工
事
着
手
の
予
定
○
商
工
業
者
の
、
活
発
な
近
代
化
へ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
の
意
欲
を
、
更
に
助
長
す
る
た
め
、
商

悪
霊
組
織
勤
労
者
に
対
し
て
も
、
黄
金
の
あ

林
業
生
産
基
盤
っ
せ
ん
と
保
証
を
行
っ
て
い
ま
す
．

○
椚
力
あ
る
商
闇
を
碓
立
す
る
た
め
に

の
整
備
は
、
そ
の
基
轆
と
な
る
消
費
人
口
の
恥

山
村
地
域
の
林
業
の
振
興
を
、
総
合
加
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
氏

的
に
推
進
す
る
た
め
、
国
・
県
の
指
定
間
寅
本
に
よ
る
優
良
住
宅
川
地
の
造
成

補
助
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。
や
、
小
島
住
宅
団
地
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
就
労
の
場
を
確
保
す
る
た
め

林
道
・
連
絡
道
の
整
備
事
業

手
綱
工
業
田
地
へ
積
極
的
な
企
業
誘
致

中
戸
川
地
区
中
戸
川
線

延
長
二
八
０
ｍ
を
行
い
、
住
・
工
の
調
和
の
と
れ
た
定

下
君
田
地
区
大
荷
田
線
住
社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
．

延
長
四
五
○
ｍ

田
の
草
林
道

延
長
五
Ｏ
、
商
店
街
の
環
境
整
備
事
業

渕
の
上
線

商
業
構
造
の
近
代
化
に
対
応
す
る
た

延
長
二
五
○
ｍ

め
、
商
工
会
及
び
中
小
企
業
者
が
共
同

間
伐
促
進
事
業
で
行
う
商
店
街
の
環
境
整
備
事
業
に
対

間
伐
を
必
要
と
す
る
森
林
を
集
団
的
、
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

計
画
的
に
間
伐
す
る
と
と
も
に
、
作
業

（
）
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中
小
企
業
勤
労
者
融
資
の
あ
っ
せ
ん

中
小
企
業
に
従
事
す
る
未
組
織
勤
労

者
へ
の
金
融
対
策
の
改
善
を
図
り
、
融

資
と
そ
の
保
証
を
あ
っ
せ
ん
し
、
勤
労

者
の
福
祉
並
び
に
中
小
企
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

勤
労
福
祉
施
設
資
金
貸
付

中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
労
使

の
合
理
的
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、

中
小
企
業
の
事
業
主
に
対
し
て
、
県

か
ら
勤
労
福
祉
施
設
資
金
の
貸
付
を

受
け
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
行

い
峯
ま
｛
９
。

中
小
企
業
合
理
化
資
金
融
資
の
あ
っ

せ
ん
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
と
、
こ
れ
に
関
す
る
保
証
と
利

子
補
給
を
行
い
、
市
内
企
業
者
の
金
融

の
円
滑
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

産
業
祭
と
消
費
生
活
展
の
開
催

本
年
は
、
市
制
施
行
三
十
周
年
に
手

農林水産業費と
商工費の内訳

当初予算額）

I
農林水産業費4億3,354万2千円

農業のために使うお金

3億174万5千円 696％

農業委員会のために

3,025万9千円 (10.0%)

農業振興のために

1億856万1千円 （36.0％）

畜産業のために

1,286万3千円 （ 4.3％）

農業基盤整備のために

1億3,706万6千円 （454％）

地籍調査のために

1,299万6千円 （ 4.3％）

林業のために使うお金

1億3,179万7千円 30.4%

林業振興のために

1億2,747万9千円 （96.7％）

森林公園管理のために

431万8千円 （ 3．3％）

(360%)
当
市
は
、
風
光
明
び
な
海
岸
線
と
自

然
に
恵
ま
れ
た
広
大
な
山
林
が
あ
り
、

こ
の
海
と
山
を
有
効
に
活
用
し
た
観
光

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
基
幹
と
な
る
県
道
高
萩
～
大
子
線

の
改
良
事
業
が
現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、

た
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
日
）
、
二
十
四
日

（
土
）
の
両
日
第
五
回
産
業
祭
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
第
十
二
回
み
ん
な
の

消
費
生
活
展
も
開
催
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

｛

｜
（ 4.3％）

(45.4％）

ー

産業祭

観
光
施
設
の
維
持
管
理

観
光
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
、
各

施
設
の
業
務
委
託
を
行
い
、
環
境
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

総
合
観
光
案
内
板
の
設
置

市
民
や
当
市
を
訪
れ
る
人
の
観
光
案

内
の
た
め
に
、
駅
前
に
総
合
観
光
案
内

板
を
設
置
し
ま
す
。

引
き
続
き
早
期
完
成
を
期
し
て
、
関
係
機

関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

商工費 7, 199万6千円

商工業振興のために使うお金

6,113万7千円 84．9%

観光のために使うお金

1,085万9千円 15.1%
ー

I

…＃＃

図
等
を
一
定
の
甘

認
計
点
数
）
は
、
一

成
し
た
が
現
在
梓

自
元
↑
・
合
』
１
－
、
・
鴎

－

事
務
費
の
大
半
を
国
が
負
担
し
て
い
幸

す
。

当
市
で
は
、
五
十
四
年
度
に
日
立
市

十
王
町
、
北
茨
城
市
と
事
務
組
合

を
つ
く
り
、
多
賀
地
方
農
業
共
済

事
務
組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
の
事
業
規
模
点
数
（
共
済
に
加

入
し
た
耕
地
面
積
、
家
畜
の
頭
数

等
を
一
定
の
基
準
で
計
算
し
た
合

計
点
数
）
は
、
三
五
、
九
六
八
点
で

し
た
が
現
在
は
四
一
、
七
八
七
点

と
な
り
大
き
く
伸
展
し
広
域
合
併

の
効
果
が
で
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
重
点
事
項
は
、
被
害
を

受
け
た
農
家
の
損
害
補
て
ん
に
万

全
を
期
す
た
め

○
各
種
共
済
事
業
の
引
受
拡
大

○
損
害
防
止
事
業
の
充
実

○
座
談
会
等
を
開
催
し
、
各
種
共

済
事
業
の
啓
蒙
普
及

○
財
務
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

経
費
の
節
減
と
事
務
の
合
理
化

以
上
事
業
基
盤
等
の
整
備
を
最

重
点
と
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

五
十
九
年
度
予
算

歳
入
の
主
な
項
目
は
、
農
家
の

納
め
る
共
済
掛
金
と
連
合
会
か
ら

農
家
を
守
る
農
業
共
済
は
、
国
が
災

害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
農
家
の
相
互

扶
助
を
基
に
し
な
が
ら
制
度
化
し
た

補
償
制
度
で
す
。
農
作
物
、
蚕
繭
、
畑

作
物
の
共
済
掛
金
の
約
六
○
％
、
家
畜
、

園
芸
施
設
の
共
済
掛
金
の
五
○
％
及
び

事
務
費
の
大
半
を
刃
が
負
担
し
て
い
ま

）

農
業
共
済
制
度

I

多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合

昭
和
五
十
九
年
度
予
算

受
取
る
保
険
金
で
五
七
・
九
％
、
国
か

ら
の
受
取
補
助
金
と
農
家
の
納
め
る
賦

課
金
で
三
六
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
連
合
会
に
支
払
う
保
険
料
と

被
害
を
受
け
た
農
家
に
支
払
う
共
済
金

で
五
七
・
八
％
、
事
務
費
が
一
般
管
理

賀
、
損
害
評
価
費
、
損
害
防
止
費
等
で

三
六
・
七
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

’
熱

受取補助金

61 ,564千円

フ7Q鰹〃

歳入

千円
220,841賦課金

l'a63:"

損害評ｲn費
6,676千円
3．0％ 〆保険

751990千口

34.4％

金

積立金及び
引当金戻入
3‘837千円
1．7％

／／員害防止
RRR1千
一J習曹生 1

．0

〃て
月 診療収入

の他
049千円

］ ､8％

／ 枝術給ｲ寸金
3,986千円

1 ．8％

1
3，988千円

1 ．8

(3) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 1 152です



市民の輪
～夏の夜の

流し踊 り ～

第
十
四
回
市
民
ま
つ
り
が
、
七

月
二
十
一
日
出
、
二
十
二
日
日
の

二
日
間
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
約
二
万
六
千
人
が

参
加
し
、
流
し
踊
り
に
、
み
こ
し

ま
つ
り
に
、
連
日
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
元
気
一
杯
気
持
ち
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

流
し
踊
り

（
’
’
十
一
日
）

流
し
踊
り
は
、
本
町
通
り
で
〃
連
″

二
十
八
が
参
加
。
お
年
寄
り
か
ら

子
ど
も
ま
で
三
世
代
が
一
つ
の
輪

を
つ
く
り
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
威

勢
の
よ
い
掛
け
声
が
飛
び
交
う
な

ど
、
文
字
ど
お
り
心
勾
ふ
れ
あ
う

ど
、
文
字
ど
お
り
心
の
，
が

市
民
の
輪
と
な
り
ま
し
た
。

一一

司戸

はじめて行われたみこしま つり

西
ド
イ
ッ
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
の

姿
や
、
国
際
交
流
で
当
市
を
訪
れ

た
留
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
、
ぎ
こ

ち
な
い
踊
り
も
最
後
に
は
す
っ
か

り
上
達
し
て
い
ま
し
た
。磯

恥尋

蕪“
ｆ

源や

恥尋

蕪“
ｆ

源や

恥弔

↑蕪
源や

零

繕

一 品… 黙蕊

蜂蜂

蕊
慨

蕊

球

この真剣な表情そろいの衣装て

「
お
ど
り
は
す
ぐ
覚
え
ち
ゃ
っ
た
ｊ
，

明
日
の
み
こ
し
祭
り
は
、
竹
の
お
ふ

だ
を
持
つ
の
凶

ｌ
お
母
さ
ん
の
み
ち
こ
さ
ん
ｌ

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
祭
り
が
大
好
き

な
ん
で
す
凶

「
午
後
か
ら
ず
っ
と
お
み
こ
し
の
桐
を

引
い
て
い
た
の
で
も
う
足
が
痛
く
て

は
、
少
年
野
球
団
の

楽
し
い
上

わ
ん
で
す
＆
③
ん
だ
。
今
か
ら
楽
し
み
に

わ
み
こ
－
し
‐
か
つ
い
汚
↑
、

疲
れ
ち
ゃ
っ

（
） 蕊驚

鶏鍔;鶴

八
月
十
一
日
し

よ
つ
く
ら

き
よ
う
こ
ち
ゃ
ん

（
六
歳
）

さ
わ
だ
い
し

ま
さ
る
く
ん

（
八
歳
）

あ
き
た

し
ず
え
ち
ゃ
ん

（
七
歳
）

幸

島
名

大
和
町

妾
良
川

わ
窪
特
リ
は

十
二
日

プ
も
あ

し
て
い

「
茨
城
相
互
銀
行
の
預
金
係
に
勤
め
て

い
ま
す
。
仕
事
も
お
祭
り
も
楽
し
い

…
…
Ⅳ
た
だ
今
恋
人
募
集
中
で
す
ノ

背
が
高
く
て
、
気
持
ち
の
や
さ
し
い

人
が
い
い
な
。
「
高
戸
子
供
会
で
、
今
年
始
め
て
お
み

こ
し
を
作
っ
た
ん
で
す
。
地
元
で
と

れ
た
〃
こ
し
ひ
か
り
〃
の
お
に
ぎ
り

を
食
べ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
い

つ
ぎ
、
で
す
ぬ

Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｖ
－
一
Ｌ

お
祭
り
の
「
お
ど
り
宣
言
」
を
し
た

の
は
、
春
日
町
一
番
飯
店
の
加
納
久

美
さ
ん
。

「
お
祭
り
は
、
今
年
は
じ
め
て
出
た
の

で
、
〃
宣
言
〃
の
と
き
は
、
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
ま
し
た
″
・
’ 遠

藤

加
代
子
さ
ん

（
’
一
十
二
歳
）

加
納
久
美
さ
ん

（
’
一
十
二
歳
）

春
日
町

皆
川
哲
男
さ
ん

（
四
十
九
歳
）

｛
局
一
戸

春
日
町

"…，科学万噴くぱ85 (4）



昏
‐
八
〉
●
八
ハ
〉
巳
典
ハ
〉
Ｆ
人
？
■
’
八
〉
■
人
ハ
〉
白
人
ハ
〉
●
人
ハ
〉
■
人
？
．
●
人
ハ
〉
●
人
ハ
〉
■
Ａ
ハ
〉
甲
人
ハ
〉

■
’
八
〉
●
人
ハ
〉
の
八
ハ
〉
Ｇ
１
八
〉
７
●
入
学
○
人
今
，
●
人
今
７
●
人
（
〉

み
ん
な
で
大
歓
迎

実
り
あ
る
交
流
識

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
ゞ
ｆ
＃
護
ゞ
季
１

第
十
一
回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
同

時
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
に
は
、

二
十
人
の
団
員
か
訪
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
員
の
家
庭
に
民
泊
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
や
市
民
ま
つ
り
な

ど
各
種
行
事
に
参
加
し
て
、
一
週
間
の

短
い
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
り
あ
る

交
流
に
な
り
ま
し
た
。

心ふれあう

第14回市民まつり

市制施行30周年

Ｉ
照
沼
さ
ん
ｌ

年少
「
私
の
家
に
は
三
日
間
泊
ま
り
ま
し
た

ツ
｜
問
が
、
小
食
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。
お
す

ポ
訪
し
も
半
分
ほ
ど
し
か
食
べ
ま
せ
ん
。
ウ

唾
詑
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
日
本
の
お
茶

州
役
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

》
布
〃
扇
子
〃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
ら
と
て

副
鵡
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
苧

み
こ
し
ま
つ
り

（
二
十
二
日
）

各
町
内
を
ね
り
歩
い
た
み
こ
し

が
、
午
後
一
時
三
十
分
に
な
る
と

本
町
通
り
に
続
々
と
到
着
し
、
そ

の
数
十
九
基
（
お
と
な
み
こ
し
四

基
、
こ
ど
も
み
こ
し
十
五
基
）
を

数
え
ま
し
た
。

今
。
人
や
。
人
〉
？
△
５
人
γ
人
了
人
γ
人
γ
人
〉
・
人
〉
・
人
〉
◇
人
丁
‐
△
．
ｆ
◇
．
・
人
〉
．
・
人
〉
ロ
人
〉
・
人
〉
ｏ
人
〉
ｏ
人
争
・
人
￥
ｏ
人
〉
・
人
〉

ー

照沼さん一家（上手綱） と、
サンドラ・ヘンツェさん（14歳） のどがかわいたね

Ｉ
小
田
島
さ
ん
Ｉ

「
お
は
し
か
と
て
も
上
手
に
使
え
る
ん

で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
コ
ー
ラ
と

篭舞睡 銚鋤

私
の
お
い
が
、
同
じ
交
流
で
西
ド
イ

ツ
の
か
た
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、

少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
…
…
と

思
っ
て
い
ま
す
〕

紅
茶
が
好
菫

小田島さん一家（島名） と、
アンドレアス･クリュックさん（17歳）

＝ｰｰ旨－1胃昌一L二目－－ 』－ 一一

筑
波
研
究
学
園
都
市
Ｂ
コ
ー
ス

水
戸
駅
南
口
（
九
二
五
発
）
‐
腫
陸

熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
万
博
会

場
地
Ⅱ
洞
峰
公
園
Ⅱ
宇
宙
セ
ン
タ
ー

筑
波
研
究
学
園
都
市
Ａ
コ
ー
ス

水
一
戸
駅
南
口
（
九
二
五
発
）
膳
陣

筑
波
大
学
Ⅱ
万
博
会
場
地
Ⅱ
洞
峰
公

園
Ⅱ
地
質
標
本
館
‐
障
陸
水
一
戸
駅
南
口

二
六
二
二
○
着
）

○
十
月
五
日
鰯
、
十
二
日
㈲
、
十
七

日
㈱
、
各
募
集
人
員
は
一
○
○
名

科学博
だよ

つ
く
ば
を
ひ
と
足
さ
き
に

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
／

バ
ス
に
よ
る
県
政
教
室
の

お
し
ら
せ

り ー.

－

－

１

…'85流し踊りに参加

膳
陛
水
一
戸
駅
南
口
（
エ
ハ
部
二
一
○
着
）

○
十
月
二
十
五
日
附
、
十
一
月
六
日
“

㈹
、
各
募
集
人
貝
は
一
○
○
名

そ
の
他

参
加
費
は
無
料
で
す
。
昼
食
は
各

自
持
参
く
だ
さ
い
。

望
コ
ー
ス
及
び
参
加
日
（
例
Ａ
コ
ー

ス
十
月
十
七
日
）
を
記
入
の
う
え
、

八
月
三
十
一
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
⑦
三
一
○
水
戸
市
三
の
丸
一
の

五
の
三
八
、
県
北
地
方
総
合
事
務
所

総
務
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
一

口
↑
舷
輻
詐
、
、
鑑
識
。
（
蛎
轆
掘
一
弓
蔚
誇
一
一

－

､鈩一謝嬢要尋一

参
加
資
格

十
八
歳
以
上
の
県
内
居
住
者

問
い
合
せ
先

狂
○
二
九
一
一
’
’
一
五
’
三
八
○
三
一

剣道もしました

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 ． 1 152です。



６
月
Ｆ
日
⑧
、
四
日
⑥
の
両
日
高
浜
運
動

広
場
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
野
球
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
優
勝
東
ビ
ク
ト
リ
ー

２
位
高
浜
Ａ
３
位
黒
潮
・
高
浜
Ｂ

弾
〕
ソ
ｒ
貼
＄
貼
貼
』
“

6月24日旧） 秋山小学校校庭で、親

子サッカが開かれ約80名が参加しま

した。子どもたちの元気な姿と比べる

とお父さん、お母さんの足どりが菫＜

見えました。

夕
．
》

『

項

側

制

７
月
６
日
㈲
松
丘
高
校
一
年
生
約
一

八
○
名
に
よ
る
海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
根
で
は
、
毎
年
二
回
奉
仕
活
動
と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
六
年
目
に
な
り

ま
す
。

識

畷灘

7月15日（日） 市民約3,000名が参加して、

関根川から花罠川までの海岸渭掃が行われま

した。

いつも海をきれいにしたいものです。ゴミ

は持ち帰りましょう。

（
）

７
月
似
日
出
、
侶
日
⑧
の
両
日
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
で
あ
る
高
萩
高
校
生
会
『
年

輪
』
に
よ
る
、
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
か
所
の
子
ど
も
会
支
部
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

鱗纐蕊
懸膝

7月28日(土)、 29日(日)の両日東小学校校庭で、子ども

会幹部講習会が開かれ、各子ども会の幹部約258名

が参加しました。

"…，料掌万埼懲?<ば'85 (6)



所
年
金
係
に
お
い
て
受
付
し
て
お
り
ま
幸

〈
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、
証
書
す
の
で
、
証
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
》

を
提
出
し
ま
し
ょ
う
》
く
だ
さ
い
。
＋

け
て
男
の
妻
に
な
る
話
が
あ
る
の
は
、

稲
荷
巫
女
か
愛
欲
的
行
為
を
し
て
い
た

史
帳
一
ゞ
§
賤
雰
上
書
に
談
嬰
」

去

、、み
、
く
過
』
の
御
世
に
美
濃
国
大
野
郡
の
人
が
、
広

《
樫
岼
》
詩
拙
調
い
野
原
で
狐
の
化
け
た
美
し
い
女
に
会

今
『
’
す
、
。
Ｊ
九

１
１
⑥
，
趣
Ｉ
沙
詮
嬬
轤
判
峰
孵
蝿
堅
毒
誰
ユ
嬬
細
締

、

緯
岬
＊

十
首
に
、
「
稲
荷
な
る
三
つ
群
烏
あ
は

れ
な
り
、
昼
は
睦
れ
て
夜
は
独
り
寝
」

と
あ
る
。
「
稲
荷
な
る
三
つ
群
烏
Ｌ
は
、

も
し
身
分
あ
る
女
性
な
ら
ば
、
大
永
稲
荷
三
社
に
つ
ど
う
遊
女
的
巫
女
を
さ

二
年
（
一
五
二
二
）
「
昌
林
口
禅
尼
」
し
た
も
の
で
、
稲
荷
巫
女
は
昼
間
か
ら

・
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
「
雪
継
妙
愛
欲
的
行
為
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

鮎
公
尊
霊
五
・
六
春
雄
の
御
老
母
」
石
岡
命
婦
に
も
、
そ
う
し
た
性
格
が
あ

な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
し
い
法
名
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
は
現
在
、
北
茨
城
市
中
郷
町
石
岡
に
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
石
岡
命
婦
が
稲
稲
荷
社
は
な
い
。
し
か
し
石
岡
の
天
満

荷
巫
女
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
昔
か
宮
の
境
内
社
に
稲
荷
社
二
祠
が
あ
る
の

ら
狐
が
男
に
化
け
な
い
で
、
女
房
に
化
で
、
か
つ
て
は
独
立
し
た
稲
荷
社
が
あ 羊

国
民
年
金
か
ら
福
祉
年
金
を
う
け
て
＊

い
る
か
た
は
、
そ
の
証
言
を
県
へ
提
出
）

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
月
の
支
幸

払
い
（
十
三
日
か
ら
）
を
受
け
と
り
ま
封

し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
》

証
書
の
提
出
を
忘
れ
た
り
遅
れ
た
り
＋

し
ま
す
と
、
む
こ
う
一
年
間
の
支
給
決
峠・

定
金
額
が
記
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
年
十

金
が
、
う
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
次
の
》

支
払
い
月
に
ま
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し
》

ま
す
。
幸

市
で
は
、
八
月
三
一
日
ま
で
、
市
役
一

所
年
金
係
に
お
い
て
受
付
し
て
お
り
ま
ゃ

す
の
で
、
証
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
》

／
、
ど
異
』
公
。
手

一

夏
休
み
に
入
り
、
水
が
非
常
に
多
く

使
用
さ
れ
る
季
節
で
す
。
先
に
、
水
需

要
の
推
移
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

五
十
八
年
度
に
お
け
る
一
日
最
大
配
水

量
は
、
八
月
八
日
に
八
、
五
九
八
郡
で

最
大
稼
動
率
九
五
・
五
％
を
示
し
ま
し

た
。

『
夏
』
だ
れ
も
が
暑
い
日
々
を
想
像

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

》
Ｊ
Ｅ
Ｆ

一

守

伊

〕

〕

癒
三骨諄

ｒ畷 曼乗春蚕害写
真
は
北
茨
城
市
中
郷
町

石
岡
の
天
満
宮

灘

蕊

職
鰯職:識…

餅蕊密
盈 . 』韻. 鼠、 ,､ 亀 淵

騨辨無串辮署駒

総畿灘

○
こ
ま
め
に
し
め
ま
し
ょ
う
。

《
新
派
特
別
公
演
〈
入
場
券
発
売
中
〉

コ
ッ
プ
三
杯
ほ
ど
で
す
む
歯
み
が
一
一
、
残
菊
物
語

シ

き
も
、
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
一
二
、
舞
踊
艶
姿
江
戸
の
賑

と
一
分
間
に
お
よ
そ
コ
ッ
プ
三
三
杯
一
○
出
演
林
與
一
、
水
谷
良
重
、
菅
原

一

分
に
も
な
り
ま
す
。
少
謙
次
、
岩
井
半
四
郎
ほ
か

一
○
入
場
料
Ｓ
席
四
五
○
○
円

三
田

川
○
く
ふ
う
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
一
Ａ
席
四
○
○
○
円

Ⅲ
お
風
呂
の
残
り
湯
も
、
庭
の
打
》
Ｂ
席
三
五
○
○
円

Ⅲ

川
ち
水
や
掃
除
、
洗
濯
に
使
う
と
相
》
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

川
当
量
の
水
の
節
約
が
で
き
ま
す
。
認
田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

辮
誹
酔
轌
唯
一
糯
賎
雪
輪
満
射
辿
評

州
水
道
料
金
と
口
座
振
替

－
１
卜
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

‐
水
道
料
金
の
納
入
は
自
主
納
付
型
ホ
ー
ル
使
用
料
の
変
更
の
お
し
ら
せ

Ⅲ

鐘

皿
と
口
座
振
替
納
付
制
度
を
と
っ
て
》
い
ま
ま
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
（
舞
台
）
、

心

Ⅲ
い
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て
《
あ
る
い
は
ホ
ワ
ィ
エ
（
待
合
室
）
だ
け

Ⅲ
い
る
か
た
は
全
体
の
八
○
％
を
占
一
を
使
用
す
る
場
合
で
も
、
ホ
ー
ル
全
体

川
め
て
い
ま
す
。
水
道
課
で
は
、
使
函
の
使
用
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

涯

川
用
者
の
口
座
振
替
納
付
制
度
の
利
》
ん
で
し
た
。
七
月
か
ら
、
付
属
施
設
を

》
使
用
す
る
場
合
の
別
途
料
金
が
設
定
さ

川
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

川
料
金
の
納
入
は
忘
れ
ず
に
、
必
》
れ
ま
し
た
。

川
ず
期
限
内
に
納
め
て
脈
藤
識
ｒ
一
座
胤
榔
椴
噸
幸
墹
眺
轆
坤

し
ま
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
水
が
季

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
課
で
は
、
一一

使
用
者
の
み
な
さ
ん
に
水
の
上
手
な

使
い
方
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

《

○
じ
ゃ
口
を
し
っ
か
り
し
め
ま
し
よ
》

、
「
ノ
○

《一

ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
も
れ
る
水
も
、

ひ
と
晩
で
「
バ
ケ
ツ
」
一
杯
に
な
り
》

ま
す
。

一

○
こ
ま
め
に
し
め
ま
し
ょ
う
。

コ
ッ
プ
三
杯
ほ
ど
で
す
む
歯
み
が
一》

崖
殆
罰
稚
唾
諦
ユ
ー
乖
唾
乱
評
言
帷
一一

分
に
も
な
り
ま
す
。

や

一

一

厘

空く

Ⅷ
○
く
ふ
う
し
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
《

Ⅲ
お
風
呂
の
残
り
湯
も
、
庭
の
打
》

Ⅲ

今

川
ち
水
や
掃
除
、
洗
濯
に
使
う
と
相
》

川
当
量
の
水
の
節
約
が
で
き
ま
す
。
》《

州
水
道
料
金
と
口
座
振
替
一一

‐
水
道
料
金
の
納
入
は
自
主
納
付
一

Ⅲ

鍾

皿
と
口
巫
振
替
衲
付
制
度
を
と
っ
て
率

ー

9月6日耐午後2時

(7) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 1 152です



薑
パ
テ
を
防
ぐ
食
事
は
？

夏
は
暑
さ
の
た
め
に
と
か
く
食
欲
が

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
比
較
的
涼
し
い

朝
に
た
っ
ぷ
り
と
栄
養
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ｌ
朝
は
卵
一
つ
と
身
だ
く
さ
ん
の
味

噌
汁
か
牛
乳
を
ノ

こ
れ
で
一
日
に
必
要
な
良
質
の
た
ん

白
質
五
○
グ
ラ
ム
の
う
ち
１
３
は
と
れ
ま

す
。ｌ
油
を
使
っ
た
コ
ッ
テ
リ
し
た
も
の

をノ．
夏
の
健
康

（アか月児健診）

かんのひろのりくん

（Bか月、 S58.11.16生）と

お母さんのみち子さん

市内島名1966-22

（お母さんのことば）

ひろのり〈んは、ひと月ほど前に

前歯（下の歯)が2本出てきました。

男の子なのに愛きょうか．よくて、

やさしい…･ ･ ･ ･ ？んです。

ヨーク､ルトと牛乳が大好きで、お

風呂はいつもおばあちゃんと。

親を大事にする子になってほしい

と思います。

言

さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
を
食
べ
た
が
り

ま
す
が
、
む
し
ろ
お
す
す
め
し
た
い
の

は
、
油
を
使
っ
た
コ
ッ
テ
リ
し
た
も
の

で
す
。
油
っ
こ
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
時

は
、
中
華
風
サ
ラ
ダ
に
し
て
も
よ
い
で

‐
ｌ
レ
ト
李
再
「
ノ
Ｃ

Ｉ
清
涼
飲
料
水
は
控
え
め
に
／
、
ｌ

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
、
冷
た
い
清
涼

飲
料
水
な
ど
を
が
ぶ
飲
み
す
る
と
、
陽

の
働
き
を
弱
め
、
食
欲
を
な
く
す
の
で
、

な
る
べ
く
控
え
た
い
も
の
で
す
。

ｌ
凉
し
い
う
ち
に
運
動
を
ノ
．
ｌ

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
な
ま
け
て
い
る

と
、
身
体
の
働
き
が
不
活
発
と
な
り
、

か
え
っ
て
だ
る
さ
を
増
し
た
り
、
不
眠
、

ス
タ
ミ
ナ
不
足
、
食
欲
不
振
を
お
こ
し

た
り
し
ま
す
。
時
に
は
、
気
肌
の
上
が

ら
な
い
う
ち
に
、
積
極
的
に
運
動
を
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
熱
目
の
お
風
呂
に
サ
ッ
と
入

っ
た
り
、
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び
た
り
す
る

の
も
疲
れ
が
と
れ
ま
す
。
そ
し
て
時
々

ゆ
っ
く
り
と
心
身
を
休
め
る
こ
と
も
大

切
で
す
ね
。

一
》

胸
部
結
核
健
康
診
断
．
｜
般

健
康
診
査
を
う
け
ま
し
ょ
う

七
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
市
内

各
地
区
で
、
胸
部
結
核
健
康
診
断
お
よ

び
一
般
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
料
は
無
料
。
会
場
は
、
都
合
の
よ

い
所
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
特
に
四
○
歳

以
上
の
か
た
は
、
す
す
ん
で
健
康
管
理

に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
受
け
る

と
き
は
、
通
知
書
と
健
康
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
四
○
歳
以
上
で
、
ま
だ
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、

健
康
診
断
の
場
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
・

日
程
に
つ
い
て
は
、
通
知
書
の
裏
面

か
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
衛
生
課

冠
二
三
’
二
一
二内
線
三
六
三
～
四

一

浄
伊
掻
秒

お
し
ら
せ

まつやみきこ（5歳）

緯
も
な
い
と
い
う
中
年
の
か
た
が
た
が
目

》
立
つ
。
昔
は
い
た
が
、
い
ま
は
見
る
こ》

傘
ル
に
会
え
ま
す
。

》
》
叫
睡
睦
雫
一
五
を

琴§璽尋Q夢§琴§電鼎冬ﾀ&電s$零$琴;零§琴§窪f琴§鐘f=§亀夢§零§
田と上て敏 少八
中が君た校こし月主
学出田ケ長とずにに
校来とンへしつわ 、
のた大ジ現もふたへ
生 ･能ボ勝 、えつイ
徒この夕田まててケ

鑿錐難

騨
汽
Ｙ
蒲
ｒ
蔀
洪
Ｙ
Ｙ
〉
寺
震
雷
Ｙ
澗
宙
欝
欝
Ｙ
ｆ
ｒ
Ｙ
《
砿
ｆ
ｆ
ｒ
Ｙ
宵
背
Ｙ
背
噛
唾
苅
や
患
急
患
舟
寓
悩
報
飛

磨

予
へ
浦

》
⑳
ホ
タ
ル
が
ふ
え
て
き
た
一
雫》

癖
（
“
ふ
、
え
て
き
た

掃

夏
の
風
物
詩
、
暗
に

舞
う
光
１
１
ホ
タ
ル
は
、

日
本
人
の
風
情
に
か
な

っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。
こ
の
欄
で
も

夏
が
来
る
と
、
つ
い
、

ホ
タ
ル
を
取
り
上
げ
て

し
ま
う
。
ｌ
筆
者
の

偏
見
と
独
断
が
そ
う
さ

せ
る
ら
し
い
。
実
際
、

市
街
地
で
は
、
何
年
も

ホ
タ
ル
な
ど
見
た
こ
と

中
年
の
か
た
が
た
が
目

た
が
、
い
ま
は
見
る
こ

と
い
う
。
一
方
、
若
い

議蕊蕊蕊蕊灘鐵蕊鍵蕊蕊

雛
能
子
供
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た
。
傘ｆ

市
内
全
域
へ
ホ
タ
ル
を
復
元
し
た
い
零》
門

の
で
、
乱
獲
を
や
め
て
ほ
し
い
。
獲
っ
（

う

て
も
、
子
供
達
と
い
っ
し
ょ
に
観
察
を
し
↑

て
、
す
ん
だ
ら
川
の
ほ
と
り
へ
放
し
て
（
権へ》

や
っ
て
ほ
し
い
。
へ
Ｙ

生
迦
趣
切
岬
婬
嘩
ぞ
帥
訓
州
蠅
や
”
い
》傘

も
い
な
い
。

》

子
供
の
情
操
教
育
に
、
ホ
タ
ル
ほ
ど

も
っ
て
こ
い
の
教
材
は
な
い
だ
ろ
う
。

》

お
わ
り
に
、
昨
年
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
の
情
報
を
電
話

を
利
用
し
た
り
し
て
、
或
は
、
直
接
お
鍔

話
し
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
、
紙
上
》

を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
舞一

か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）恥

辮辮蕊識錦繍灘鱗職織醸 狸唖、舘廸

ゲンジボタルのオス実物の体長は14ミリぐ

報･曾§零§琴§罐f琴§蕊母藝§愚挙§曹群"§琴識琴§悪緊急雲§富農§篭＃鍋＃亀f謹争§華§

"…’潤学扇侭＜ば'85
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～めざせ市長杯～
第12回高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合せ

談
貝
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ｌ
連
絡
会
議
が
開
か
れ
、
市
政
に
対
し

》
垂
醗
靭

第
一
回
モ
｜
｜
タ
ー
会
議
が
と
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
た
め
の
制

度
で
す
。
今
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
は

児
童
の
養
育
の
悩
み
ご
と
は

開
か
れ
る

次
の
か
た
が
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。

家
庭
児
童
相
談
員
に
／
，

市
で
は
、
今
年
も
二
十
人
の
市
政
モ
（
敬
称
略
）

今
ま
で
の
神
代
健
さ
ん
に
変
わ
っ
て
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
斉
藤
淑
江
（
本
町
）
、
直
井
澄
夫

新
た
に
国
井
文
雄
さ
ん
が
家
庭
児
童
相
七
月
十
三
日
、
第
一
回
市
政
モ
ニ
タ
（
春
日
町
）
、
東
条
正
美
（
大
和
町
）
、

○
○

フ

フ
う

ぐ

く
く

堀
イ
ズ
会
力
ブ
ブ
学
Ａ
詞
ズ
｜
会
ブ
駅
ブ
ー
ブ
Ｅ
一
Ｕ
ブ
ナ
ブ
ズ
ズ
ロ
ス
カ

せ
小
ボ
’
ラ
ラ
イ
ル
タ
ラ
ラ
タ
ラ
・
パ
Ｓ
ラ
ラ
ラ
ー
ェ
ク

ガ
友
ク
化
与
．
ス
萩
ク
萩
ク
ス
ク
Ｎ
シ
Ａ
ク
ィ
ク
ム
チ
ピ
ツ
ス

ク

合
口
峠
秋
ン
、

田
ボ
Ｒ
コ
ン

み
ャ
山
代
イ
ン
フ
浜
ジ
ブ
野
・
リ
Ａ
明
／
岡
萩
岸
萩
ミ

○ファイヤ

高萩ジャイアン

ドライバ

横島理化産

日の出クラ

高萩メ “ノ

茨城相互銀

ボ ｜、 ム

ジヤーｺﾞ

春日町二世

エヌ ・ケー運
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○ダ イ ケ
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ス
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場
業
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ブ
事
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Ｉ

2F③
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へ
、
邑
叩
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第1回モニター会議
敬
訂
厩
一

③
一
Ｉ

Ｄ

｜
の
〕

《
〕
一
割
‐
｜

‐
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
椰
叫
１
１
１

出
「
叫
計

叫
繩
玉

、
’
２
ズ
ツ
ト
産

司2FO 上
田
孝
司
（
東
本
町
）
、
坂
島
恭
子

（
高
浜
町
）
、
石
平
三
郎
（
有
明
町
）
、

大
僑
正
男
（
肥
前
町
）
、
沼
田
浩
（
高

萩
）
、
湊
常
雄
（
安
良
川
）
、
石
井
英

（
石
滝
）
、
椰
野
真
男
（
島
名
）
、
三

浦
正
（
秋
山
）
、
黒
沢
正
昭
（
高
戸
）
、

細
金
庸
子
（
赤
浜
）
、
黒
沢
敬
喜
（
下

手
綱
）
、
滝
五
雄
（
上
手
綱
）
、
相
川

武
（
若
栗
）
、
鈴
木
喜
一
（
横
川
）
、

鈴
木
正
人
（
下
君
田
）
、
伊
勢
山
嚴

（
上
君
田
）

-古－
1戸］

鈴

水

萩譽察著

与

戸信用金庫高萩支店

ハ－ ク ス

名ベクターズ、

々 高 萩に
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※会場説明

（A） 市営野球場

（E） 高萩中クﾞ

(B) 高浜連動広場A （C） 大心苑野球場 (D) KDD野球場

(F) 秋山中グ (G) Ej] 1 1 1電気工業野球場 (H) 高萩高クﾞ

(9)
テレフオンサービス「市政案内」は（23） 1 151 ， 1 152ですハ



:､鉦

花
し
ょ
う
ぶ
の

魅
力
に
ひ
か
れ
て

高
戸
に
住
む
大
森
嘉
光
さ
ん
（
七
○

歳
）
は
、
自
宅
の
裏
に
あ
る
転
作
田
十

ア
ー
ル
を
利
用
し
、
丹
精
込
め
て
花
し

ょ
う
ぶ
を
育
て
て
い
ま
す
。

今
か
ら
十
三
年
前
、
東
京
の
三
越
で

開
か
れ
た
「
花
し
ょ
う
ぶ
展
示
即
売
会
」

で
二
十
七
品
種
を
手
に
入
れ
た
の
が
、

大
森
さ
ん
の
花
し
ょ
う
ぶ
と
の
出
会
い
。

～日本代表選手団

市役所を訪問～

ロサンゼルスオリンピック

そ
の
後
、
数
々
の
新
種
を
取
り
寄
せ
、
１
画
花
し
ょ
う
ぶ
・
あ
や
め
・
か
き
川

現
在
で
は
百
五
十
五
種
も
の
花
し
ょ
つ
ば
た
の
違
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
Ｌ
川
「
私
の
ま
ち
」

う
ぶ
が
み
ご
と
に
並
ん
で
い
ま
す
。
（
大
森
さ
ん
）
「
あ
や
め
と
花
し
ょ
う
ぶ
川

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
見
分
け
は
簡
単
で
す
。
同
時
に
は
咲
川

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ

「
可
憐
な
花
し
ょ
う
ぶ
は
、
と
て
も
美
き
ま
せ
ん
。
あ
や
め
が
一
か
月
ほ
ど
早
川

し
い
も
の
で
す
。
昔
は
、
金
び
ょ
う
ぶ
い
し
、
背
も
ず
っ
と
低
く
、
花
も
小
さ
Ⅲ
さ
ま
ざ
ま
な
〃
ま
ち
〃
の
表
情
を
自

の
前
に
飾
る
花
と
し
て
、
優
雅
で
格
調
い
。
ま
た
、
か
き
つ
ば
た
は
両
方
の
中
川
由
な
発
想
、
独
特
の
視
点
で
と
ら
え
た

の
高
い
花
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
ま
し
間
に
咲
き
ま
す
が
、
そ
の
花
も
小
さ
く
川
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

た
。
花
は
、
も
の
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
花
し
ょ
う
ぶ
の
優
雅
さ
、
美
し
さ
に
は
川
▼
サ
イ
ズ
白
黒
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

手
入
れ
を
お
こ
た
る
と
黙
っ
て
枯
れ
て
と
て
も
か
な
い
ま
せ
ん
よ
〕
川
で
サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら
四
シ
切

し
ま
い
ま
す
。
手
入
れ
を
す
れ
ば
す
る
・
・
・
・
・
・
。
Ⅲ
ま
で

ほ
ど
そ
れ
だ
け
い
い
も
の
が
で
き
る
Ｉ
。
園
芸
に
明
け
暮
れ
る
大
森
さ
ん
の
毎
川
▼
送
り
先
〒
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷

そ
れ
が
園
芸
の
魅
力
で
す
ね
。
花
し
よ
日
。
若
け
れ
ば
自
分
も
し
ょ
う
ぶ
園
を
Ⅲ
一
丁
目
二
五
番
二
号
明
幸
ビ
ル

う
ぶ
を
見
て
い
る
と
時
間
の
た
つ
の
も
作
り
た
い
と
、
そ
の
情
熱
と
熱
意
が
ひ
川
㈲
日
本
交
通
計
画
協
会
内

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た
い
一
日
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
る
よ
う
で
す
。
川
第
二
回
「
私
の
ま
ち
」
写
真
コ
ン

が
二
十
四
時
間
と
い
う
の
は
誰
が
決
め
「
こ
の
花
し
ょ
う
ぶ
た
ち
は
、
ほ
ん
川
テ
ス
ト
事
務
局
恋
○
三
’
八
一
六

血
■
①
■

た
ん
で
し
ょ
う
。
三
十
時
間
ぐ
ら
い
は
と
う
に
か
わ
い
い
で
す
よ
ど
と
、
手
を
川
’
一
七
九
一

欲
し
い
で
す
よ
：
…
凸
花
に
そ
え
な
が
ら
、
大
森
さ
ん
は
目
を
川
▼
締
切
り
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
末

と
大
森
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。
細
め
て
い
ま
し
た
。
川
▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課

三
三
三
三
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
罰
（
恋
二
三
’
二
一
二
内
線
四
一
二
）

、
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑭
賞
Ⅲ
旧
リ
⑤
③
ｎ
Ⅲ
ｕ
ｏ
目
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
ｑ
。
ｎ
Ⅱ
リ
ロ
山
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
自
口
、
Ⅲ
Ｕ
軽
口
、
Ⅱ
Ⅱ
回
⑪
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑪
心
、
Ⅱ
Ｕ
⑥
⑨
、
Ⅱ
Ｕ
骨
⑨
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑨
⑥
、
Ⅲ
ｕ
⑨
⑨
ｎ
Ⅲ
Ｕ
＠
．
岡
旧
Ｕ
、
④
ｎ
旧
Ⅲ
話
⑨
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑨
⑨
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑥
。
ｎ
Ⅱ
Ｕ
ｇ
ｐ
ｎ
Ⅱ
り
い
⑪
内
Ⅱ
Ｕ
ｏ
⑤
ｎ
Ⅱ
Ｕ
⑨
句
、
Ⅲ
Ⅲ
回
己
、
Ⅲ
Ｕ
②
。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
回
回

一

思
辱
鳶
脅
霧
汽
〃
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
一
秋
山
中
学
校
の
プ
ー
ル
が
完
成
し
、

〃
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
一

ツ
ク
〃
日
本
代
表
ボ
ク
、
ン
ン
グ
ー

選
手
団
が
、
七
月
十
一
日
に
市
一

校

役
所
を
訪
れ
、
市
長
・
議
長
に
一
一
一
回
学中

合
宿
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
咽

ＩⅢ

譜
酬
蝿
簿
概
靴
岬
一
掃
ぎ
秋

選
手
団
は
八
口
か
ら
十
二
口
一
釧
泳

ま
し
た
。

謹
諏
餉
鰯
耐
誹
刈
嘩
一
気
初

ツ
ク
ヘ
向
け
て
最
後
の
調
整
を
一

し
ま
し
た
。

ー

七
月
二
十
一
日
出
に
プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
規
模
は
長
さ
二
十
五
ｍ
、

幅
十
五
・
四
ｍ
、
７
コ
ー
ス
で
す
。
生

徒
は
大
喜
び
で
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

（
》

プ
ー
ル
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
。
二
十
五
ｍ
は
泳
げ
る
の
で
、
今
年

は
、
五
十
ｍ
を
目
標
に
頑
張
り
た
い
・

ん

慧
唾
鴛
辺田

泳
げ
な
い
の
で
、
希
望
し
て
水
泳
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。
練
習
を
し
て
、

早
く
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

犬
の
散
歩
中
の
排
便
の
始
末
は
飼
い

主
の
義
務
で
す
。
公
共
の
施
設
、
公
園
、

道
路
等
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
散
歩
さ
せ

ましょう。衛生課市民体育館の無料開放日が変更

に
な
り
ま
す
。

第
三
週
の
日
曜
日
が
第
四
週
の
日
曜

日
に
。
（
八
月
の
み
。
）

蕊I
よしのり

嘉教君椎名

1年生
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

児
童
扶
養
手
当
へ
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
「
現
況

届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
支
給
か
一
時
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
八
月
十
一
日
か
ら
九
月

十
日
ま
で

▼
提
出
先
市
役
所
保
険
年
金
課

▼
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
（
二
三
’

二
一
二
内
線
二
三
三
）
へ
。

:韻zap7－:画舞一‘亀砂a, 一二i郵蚕一天海一天転一率一罠潅一天転一丈滋一率一天転一魂英一鞘

‘ 乾電池を収集しますﾉL9月から i
ざ 刈

噌○収集日 9月、 12月、 3月の資源ゴミ収集日 ’

,|#o出し方黄源ゴﾐと一譜に入れず､他のビﾆｰﾙ袋等胤
に②と朱書して出してください。

ぺ

剣苛○注意ボタン電池は、 カメラ、時計等の
舗胤 小売店へ持って行ってください。

↓･遮鮴露亜馴雪龍6北部 ；
,髄一壁準一壁準一零琴孝一率:一率:一零3－零:一ヰエーヰ2－選準一字2里

お
年
寄
り
の
居
室
に

資
金
貸
し
ま
す
ノ
．

お
年
寄
り
（
六
十
歳
以
上
）
の
た
め

の
専
用
居
室
を
増
・
改
築
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
貸
し
付
け
し
、

お
年
寄
り
と
家
族
と
が
温
か
な
家
族
関

係
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、

老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額
一
件
あ
た
り
一
三
三

万
円
貸
付
四
件

▼
利
率
年
三
％

▼
償
還
期
限
十
年
以
内

▼
申
し
込
み
先
九
月
末
日
ま
で
に
、

福
祉
事
務
所
社
会
係

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
盆

二
三
一
二
二
内
線
三
五
三
）
へ

lI

llllI
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lI '
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111
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' 111

1 ''’

111

1|I

ー

中華風蒸しｶｽﾃﾗｰ卿鑿戯
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

１
ニ
レ
ー
ズ
ン

、
色
〈

Ｉ
｛
チ
ェ
リ
ー

（
材
料
）

ｌ
＃
一
小
麦
粉
‐
２
カ
ヅ
プ

ｕ
一
上
新
粉
‐
２
カ
ッ
プ

全国消費実態調査Iこご協力を／
そ
ノ
ノ
・
」

お
子
さ
ん
の
お
や
つ
に

芸
」
‐
と
、
っ

両
「

十石
／－

ま
幸申

一

三二

コ

I’

１
１
１
１
１
丁

ニ
ラ
エ

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

三
か
月
間
に
わ
た
り
、
昭
和

五
十
九
年
全
国
消
費
実
態
調

査
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の

世
帯
の
家
計
の
実
態
を
総
合

的
か
つ
多
面
的
に
と
ら
え
る

た
め
の
統
計
調
査
で
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
五
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

調
査
で
は
、
全
国
か
ら
抽

出
さ
れ
た
約
五
万
四
千
世
帯

の
う
ち
、
当
市
で
は
二
十
四

世
帯
の
か
た
が
た
に
三
か
月

間
家
計
簿
を
つ
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
調
査

地
域
は
、
大
和
町
の
一
部
と

安
良
川
の
一
部
と
な
っ
て
い

一
令
々
ツ
↓
ノ

大
さ
じ
一

セ
ン
ス
少
々

ア
ン
セ
リ
／
力

Il

II

ll

lll

ll

lI

ll

ll

lll

ll

lI

Il

I

ll l

]'’

1l l

ll

II

小
池
貞
先
生

「
ど
こ
に
て
も

あ
る
材
料
で
、

手
軽
に
、
す

ぐ
出
来
ま
す
。

ダ
に
ぜ
ひ
ど
う

立
て
さ
と
う
を
少
し
づ
つ
入
れ
て
混

ぜ
、
ゞ
ハ
ニ
ラ
エ
ヅ
セ
ン
ス
を
入
れ
て

混
ぜ
る
（
メ
レ
ン
ゲ
ク
リ
ー
ム
）

臼
、
卵
黄
を
入
れ
て
混
ぜ
て
か
ら
酒
少
一

々
入
れ
、
最
後
に
Ｈ
を
入
れ
て
さ
っ
一

く
り
混
ぜ
る
。

川
、
き
ざ
ん
だ
レ
ー
ズ
ン
等
②
を
入
れ

Ｉ

毒
誰
編
埠
釧
蝦
澤
凶
響
忰
輸
他
言
弘
畔
一

火
で
蒸
し
あ
げ
る
。

ま
す
の
で
、
調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
へ

伺
っ
た
と
き
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
庶
務
課
統
計
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
（
丑
二
三
’
一
二
二

内
線
三
一
二
）

口
、
ボ
ー
ル
に
卵
白
を
入
れ
、
堅
く
泡
一

Ｈ
、
⑪
を
い
っ
し
ょ
に
ふ
る
い
合
わ
せ
る
。
一

（
作
り
方
）

君蒜

我
妻
友
子
さ
ん

「
簡
単
で
い
い
で
す
ね
。

さ
っ
そ
く
子
供
に
作

っ
て
あ
げ
よ
う
…
…
四

ヨー〆

全国消費実態調査
一一一一一一宰垂一一一一一一

童
蝿
鰯
ぞ
」

一
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

一
▼
と
き
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日

李

一
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

一
▼
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

一
▼
連
絡
先
高
萩
市
社
会
描
祉
協
議
会

一
壷
二
三
一
二
二
内
線

一
三
五
四

手
話
は
「
世
界
の
共
通
語
」
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
手
諦
を
習
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
毎
週
木
曜
Ｈ
、
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
高
浜
市
営
住
宅
集
会
所

▼
連
絡
先
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル
代
表

小
宅
誠
（
恋
二
三
’
二

二
六
九
）

手
話
サ
ー
ク
ル

点訳友の会

(1 1） テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です

I l

－ぼL
江
伸
一
二

同一



日曜当番医

8月19日 ｜内田病院 大和町22 2137

犬和町22 2235

大和町22 2202

束本町23-1711

8月26日

9月2日

飯島 医院

医院樋渡

石 病 院

|‐ 王医院

9月9日

十王町32 3266

ずれも午前9時から午後4時までです時間は

○
大
部
伝
七
さ
ん
秋
山
二
○
三
八

十
万
円
社
会
禍
祉
へ

○
青
山
喜
一
さ
ん
高
戸
一
九
九

二
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
桶
祉
へ

○
鈴
木
知
美
さ
ん
安
良
川
二
四

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
祁
祉
へ

善
意
あ
、
ノ
が
と
う

夏祭り

急に＝さが酷しくなって、いよいよ壹祭りの季節が

やって来た。朝から景気のよい、都はるみの高萩音頭

に和して、笛や太鼓の音がきこえてくる。み員や屋台

や踊りが街中をねり歩く姿は、壹の風物詩の－つであ

ろうか、市民祭りを皮切りに、賑やかな壹祭りがくり

ひろげられる。 絵と文伊藤龍馬

' ' ' ' ' 1 l l l I l l l l 1 I I l l l l l lⅡl l l l l l l l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l ll l l l l l l l l l l I l l l l l l l ] ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 1Ⅱ 11 1 1Ⅱl l l l l l l l I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
〆
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（
》

○
作
間
謹
さ
ん
東
本
町
一
の
八
二

二
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
福
祉
へ

○
青
柳
道
子
さ
ん
高
戸
七
三
四
の
二

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

身
体
障
害
者
の
た
め
に

○
村
田
博
さ
ん
高
浜
町
二
の
一
六
九

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

社
会
福
祉
へ

○
高
萩
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

占
靴
一
○
八
足

圏
寄
贈
図
書
館
へ

新
書
寄
贈

○
県
立
磯
原
高
等
学
校

古
書
寄
贈

○
平
野
久
男
さ
ん
ｌ
高
浜
町

一
屈
○
深
谷
於
京
さ
ん
ｌ
大
和
町

川
○
岡
本
真
砂
子
さ
ん
ｌ
高
戸

1

産業祭の出品物を

募集します

市制施行30周年を記念して第5回産業祭を行います。

市内の産業の振興と市民生活のli'l上を図るため、生産

品等を一堂に集め、広く市民に紹介し、 その展示即売会

を行います。

◎と き 11月23日㈱、 24H仕） 午前9時～午後4時

◎ところ 市民体育館、中央公民館、農協会館

◎出品物の申込締切

○商工業関係 9月30日まで

○農業関係 10月31日まで

※詳しくは、農林課・商工課へ(a23 2111内線堤）

＃
凱

闘

：－8月の納税

： 市県民税（2期）

蝋‘ 国民健康
（2期）

； 保険税
爵

（本算定賦課）

＃ 納期限 8月31日

と世帯～

前月比

､558 （＋41）

､443 （＋18）

,115 （＋23）

､039 (+25)

月1日現在）

～人口

（
》

人口 33

男 16

女 17

世帯 10

(昭和59年7

｜

’
匙
吻

I

と
き
八
月
十
六
日
附

と
こ
ろ
関
根
川
河
口
（
高
救
ビ
ー
チ

ガ
ー
テ
ン
前
）

主
催
高
裁
明
る
い
社
会
つ
く
り
帷

進
協
議
会

第
十
八
回
高
萩
市
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き
九
月
九
日
㈹

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

参
加
資
格
市
内
在
住
の
既
婚
の
女
性

参
加
料
一
チ
ー
ム
一
、
○
○
○
Ⅲ

詳
し
く
は
市
民
体
育
館
へ

丑
二
三
二
五
乢
二

〃
市
民
号
″

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

参
加
者
募
集
中

募
集
人
員
に
若
干
の
余
裕
か
あ
り
ま

す
の
で
、
参
加
希
望
の
か
た
は
お
早
目

に
市
民
活
動
課
ま
で
、
現
金
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

へ

、市民

そのほ

写真.罰（
と
う
ろ
う
流
し
と
花
火

ｊ
せ
／
課
係
２

ら
い
動
聴
６

知
さ
舌
広
２

お
だ
民
報
線

を
く
市
広
内ｆ

ノ

"…ﾗ潤掌石崎亀?<ば'85 (12）


